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あった患者 2 名のみが線条体病変を有しており，転帰良好であったその他の 4 名ではこの病変は
認められなかった． 
以上の結果から，前交通動脈瘤手術後の患者において亜急性期に認められた健忘は，経過上で
一定程度の改善はするものの慢性期まで持続すること，しかし患者の長期的な社会的転帰はその
記憶障害によっては規定されず，併存する処理速度および遂行機能の障害に依存することが示唆
された．長期的に持続する健忘の責任病巣は梁下動脈の領域内の病変であると考えられるが，こ
れは長期的な社会的転帰の不良を直接的に説明するものではなかった．Heubner 反回動脈の領域
内の病変は，処理速度低下および遂行機能障害の責任病巣であり，これにより長期的な社会的転
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（書式１２） 
帰の不良がもたらされると考えられた．さらには，亜急性期の処理速度の低下や Heubner 反回
動脈の領域内の病変により，前交通動脈瘤術後健忘患者の長期的な社会的転帰を予測し得る可能
性が示唆された． 
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